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背景

医療リアルワールドデータの活用から
無形資産を創出できていない

個別化に向かう医療のためにも分散し
た医療データから最適な個別化医療を

支援することが重要

少子高齢社会の予防医療により
管理するには、データにもとづく医療

システムの制御が必要
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医薬品・医療機器は計4兆円の輸入超過

すべての基本は医療情報基盤の整備



ビジョン 医療デジタルツインの開発
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生活の空間
生活改善個別支援

医学研究領域
創薬
医療機器開発
ゲノム医療
医療AI
PHR
ウェアラブル

医療システム空間
医療施策支援

日々レセプト分析

FHIR

FHIR（医療情報交換のための新しい国際標準規格）を用いた
日本の電子カルテの共通基盤構築



地域・国規模の医療デジタルツインを可能とする
Population-scale 医療データ解析基盤技術

メニーコアプロセッサ 大容量磁気ストレージストレージクラスメモリ

リアルタイム
データ編成
検査・補完

自律的
匿名性検査
匿名化

大容量解析
シミュレーション処理
超高速実行 非順序型実行原理

プロアクティブ
階層ストレージ管理

エラスティック資源管理

異種データ編成
オンライン再編成

臨床
フィールド

自治体・保険者
フィールド

自治体・保険者
イノベーション

(政策支援、健康管理支援等)

臨床イノベーション
(診療支援等）

大容量医療データ解析
ライフサイクル

医療システム(自治体・国)

公的データ
（レセプト等）

臨床データ
（カルテ等）

大容量・リアルタイム
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国立情報学研究所
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症例報告文に書かれた
因果関係の文脈をAIで
解読
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地域医療の実態解析と自治体の政策支援

医療・ 介護レセプト
特定健診・指導記録
（自治体提供）

三重

福井

岐阜

四日市市内で通院
（9割以上）

松坂市圏へ通院
（約半数）

二次医療圏越え通院の実態解明
（医療経済研究機構）

医療提供実態を自治体に情報提供
200超アカウント参加

6-10年間、レセプト3億
件、75億レコードの分析

（自治体・保険者等）
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開発計画

研究・開発・経営に活用できる医療デジタルツインの開発

医療デジタルツインを支える基盤システムの開発

医療情報ネットワークを支援する疾患ビッグデータ
構築システムの開発

地方自治体向け医療・介護デジタルツインの開発

A

B

C

D

 患者・医療者が共有する標準化情報基盤

 患者・医療者が共有する標準化情報基盤

 循環器・脳卒中等の疾患データセットによる研究・開発
 症例報告の文脈理解と自動構造化、用語辞書整備、診療支援

 自治体・地域の医療構想支援
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